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うつ病 :ECT治療歴のない薬物治療抵抗性 うつ病患者 3例を対象に、ECTを週 2回の
頻度で施行 した (計平均 8回)。 脳波はECT前、ECT期間中 (ECT3回目施行後 48時
間)、 さらにECT終了2日後に計測した。脳波の複雑性をMSE解析により算出し、臨
床症状変化 (Hamilton Depression Rating Scale:HAM‐D)との関係を検討 した。期間
中に薬剤の変更は行われていない。
ASD:強迫症状に伴いカタ トニアを呈 したECT治療歴のないASD患者 1例を紺象に
ECTを週 2回の頻度 (計7回)で施行 した。脳波はECT前、ECT期間中 (ECT施行
48時間後)、 ECT終了後、さらにロラゼパム投与中の計24回計測した。脳波の複雑性
はMSE解析を、パワー値は高速フー リエ変換を用いてそれぞれ算出した。臨床症状変
化についてはカタ トニアの評価尺度であるBush‐Francis Catatonia Rating Scale
(BFCRS)用いて評価 した。さらにECTの治療効果メカニズムの要素とされる神経栄
養因子 (Brain‐derived Neurotrophic Factor i BDNF)の血中濃度変化も測定し、ECT
に伴 う脳波変化 と臨床症状およびBDNFとの関係性について検討 した。
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